
今夏の電力需給状況について

平成２７年１０月１日
関西電力株式会社



今夏の最大電力および気温の推移 １

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200
(万kW)

(℃)

311 10 20 30311 10 20 1 10 20

８月 ９月７月

2,556万kW（8月4日16～17時）

今年の日々の最大電力

：今年の土日祝日、お盆を表す

今年度最高気温

今年度最低気温

供給力（想定）
2,875万kW（7・8月） 供給力（想定）

2,794万ｋＷ（9月）

最高気温
平年値

最低気温
平年値

○今夏のこれまでの最大電力は、８月４日（火）１６～１７時の２，５５６万kWです。

H27年7月 平年差

平均 27.0 ▲0.4

最高 30.6 ▲1.0

最低 23.9 ▲0.4

（℃）

H27年8月 平年差

平均 28.6 ▲0.2

最高 33.2 ▲0.2

最低 25.1 ▲0.3

H27年9月 平年差

平均 23.2 ▲1.8

最高 27.4 ▲1.9

最低 20.0 ▲1.7

※ 気温は全て平均値

7月 8月 9月 計

1 10 0 11

（日）

（日）

7月 8月 9月 計

12 13 0 25

◎猛暑日（最高気温35℃以上）

◎熱帯夜（最低気温25℃以上）

◎気温（大阪）



y = 3,491.31  - 162.96 x  + 4.18 x2 

R2 =  0.974
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H22年5月連休明け～9月30日

H26年5月連休明け～6月30日

H26年7月1日～9月30日

H27年5月連休明け～6月30日

H27年7月1日～9月30日

【H22相関式】

○７／１から９／３０までの実績では、H２２年と比べて、平均で約４２０万ｋＷ（約１７％）減少しています。
この中に節電効果が含まれているものと考えられます。

１４～１５時の最大電力の比較〔対Ｈ２２年比〕
（万kW）

（℃）

※土日祝、降雨日等除く
※累積5日最高気温

約▲４２０万ｋＷ
（約▲１７％）

２



平成２７年 夏（今夏）

[9/30時点]
平成２６年 夏

節電のお願いの内容、

期間、時間帯

着実な節電
＜参考：国の節電協力要請内容および期間・時間＞

無理のない範囲で、できる限りの節電

（数値目標なしの節電）

7月1日～9月30日までの平日

（8月13日及び8月14日を除く）

9時～20時

着実な節電
＜参考：国の節電要請内容および期間・時間＞

無理のない範囲で、できる限りの節電

（数値目標なしの節電）

7月1日～9月30日までの平日

（8月13日～8月15日を除く）

9時～20時

【節電効果の実績】

減少量 減少率 減少量 減少率

節電効果（全体） 約４２０万kW 約１７％ 約３２０万kW 約１３％

（内訳）

家庭用 約 ７０万kW 約１４％ 約 ７０万kW 約１４％

業務用 約１９５万kW 約２０％ 約１３５万kW 約１３％

産業用 約１５５万kW 約１５％ 約１１５万kW 約１２％

今夏と平成２６年の節電の比較〔対平成２２年比〕

○ ７／１から９／３０までの実績では、平成２２年と比べて、家庭用：約７０万ｋＷ（約１４％）、
業務用：約１９５万ｋＷ（約２０％）、産業用：約１５５万ｋＷ（約１５％）減少しています。

３


